
ボランティア募集！

 　昨年は、社会や暮らしのあり方が大きく揺れ動く一年となりました。世界では紛争や対立が続き、
経済不安や気候変動の影響も広がっています。日本でも人口減少や労働力不足、地域の担い手不足、
格差や孤立の問題が一層深刻化しています。一方で、デジタル化や働き方の変化は、私たちに新たな
可能性も示しています。
　こうした時代だからこそ、地域で支え合い、課題をともに解決していく力が求められています。キ
ャンディは、協同の力をもとに、一人ひとりの暮らしに寄り添いながら、子どもたちの育ちを支え、
孤立を生まない関係性づくりや、多様な人がつながる地域づくりに取り組んでいます。
　2025年度「2026〜2030年キャンディ5ヵ年計画」を策定しました。これまで培ってきた保育・子育
て支援の実践を基盤に、「子どもも大人も、安心していきいきと暮らせるまち」の実現をめざしてまい
ります。
本号では、地域の力で生まれている「居場所」と、そこで活躍する市民・ボランティアの取り組みを
ご紹介します。地域のつながりの大切さや可能性を感じていただければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　上田　祐子　　

●会員・賛助会員・地域向け情報紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      　      2026年度春号
キャンディを応援して頂いている皆様に、年2回「キャンディだより」を発行しています

　特定非営利活動法人ワーカーズ・コレクティブ
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　つながりが、未来を育てる
 　　― 地域の力で育む、これからの居場所づくり
―

キャンディだよりキャンディだよりキャンディだより

第2・第4木曜日に、どなたでも気軽に参加できる
「親と子のふれあい広場」を開催しています。
 子育ての悩みを話したり、親子でほっと過ごした
りできる交流の場です。
 参加者だったママがスタッフとして加わることも
あり、みんながつながる広場を目指しています。

 　『保育士とあそぼう』簡単親子で工作！　　　

みんなでつながる 
『親と子のふれあい広場』

2026年今秋開始にむけて準備中

西梶ヶ谷小学校で寺子屋事業を受託します。
宿題や学習のサポートをはじめ、子どもたち
が楽しめるイベントも開催します。
 地域のみなさんと交流しながら、
安心して過ごせる居場所づくり
を進めていきます。

寺子屋をはじめ、子ども食堂や学習支援など、
地域の子供たちを支える活動を行っています。

ご興味がある方は
こちらからご連絡ください➡　

寺子屋先生養成講座 を
開催します！

イメージキャラクター「寺ッコ」

https://www.wcocandy.com/untitled-c14pn


「対話と共創で支える園づくり」中堅保育者研修

研修を通して、リーダーに必要なのは「答えを与えること」ではなく、対話や問いかけを通して相手の中に

ある考えを引き出す関わりであると学んだ。特に、質問の質によって人間関係や組織の雰囲気が大きく変わ

ることが印象に残った。また、保育現場では忙しさから“当たり前”に頼りやすくなるが、「子どもにとってど

うなのか」という視点で振り返り続ける大切さを改めて感じた。ワークでは、質問を重ねることで課題の背

景理解が深まり、自分自身の中から解決のヒントが見えてくる体験ができた。完璧なリーダーを目指すので

はなく、支え合いながら学び合える関係づくりを大切にし、子どもにも職員にも主体性を育める関わりを実

践していきたい。

「市民活動が誰かの処方箋になる」社会的処方

「社会的処方」とは、薬や医療だけに頼るのではなく、人や地域、活動とのつながりを通して孤立や不安を

和らげていく考え方である。近年は地域のつながりが薄れ、「つながりたい時につながれない孤独」が、年齢

を問わず社会全体の課題になっていることを学んだ。

講演を通して、子ども食堂や学習支援、保育園や学童など、「ここに来れば安心できる」と思える居場所の存

在が、孤立の予防につながることを改めて感じた。また、高齢者だけでなく、子育て世代の保護者同士が自

然につながれる場をつくることの大切さも実感した。

キャンディが取り組む地域活動も、人と人を結び、安心して「助けて」と言える関係づくりにつながってい

る。今後も、子どもも大人も安心して過ごせる居場所づくりを大切にしながら、

地域とのつながりを育んでいきたい。

「子ども・若者が豊かに生きられる社会」

本フォーラムを通して、子どもも大人も制度に合わせるのではなく、一人ひとりに寄り添う社会や教育のあ

り方の大切さを学んだ。自由とは放任ではなく、安心できる環境の中で、自分で考え、選び、意見を伝える

力を育てていくことだと感じた。また、孤立や貧困の背景には「つながりの不足」があり、安心して「助け

て」と言える居場所づくりの重要性を改めて実感した。

講演では、地域全体で子どもや家庭を支える視点や、安心して失敗できる環境づくりの大切さが語られた。

オランダの教育実践からは、子ども自身が対話しながら学びを選択していく姿勢について学び、「自由」と

「責任」を育てる教育の重要性を感じた。

今回の学びを通して、キャンディが取り組む子ども食堂や学習支援、地域交流

などの活動も、人とのつながりを育み、孤立を防ぐ大切な実践であると感じた。

今後も、子どもたちが安心して過ごし、自分の思いを伝えながら成長できる環

境づくりを大切にしていきたい。

国際協同組合年フォーラム

2025年は、対話を通した組織づくりや地域とのつながり、子どもを中心に据えた教育・支援について

学ぶ研修やフォーラムに参加しました。それぞれの学びを通して、安心して過ごせる居場所づくり

や、人と人とが支え合う関係の大切さを改めて感じる機会となりました。

キャンディ5カ年計画に向けて　研修・学びの報告

-2-

https://www.kosugipluscare.com/


川和さん（高校生）

お友達も誘って子ども食堂に参加

Q．この活動に参加したきっかけを教えてください。

小さい頃から子供が大好きで、高校2年生の夏休みに川崎市の一日保育士体

験に参加してもっと子供と触れ合いたいと思ったからです。

Q．活動の中で「やってよかった」と感じたことはありますか？

子供達の笑顔を見るたびに幸せになり、参加して良かったと感じています。

毎回子供達からパワーを貰ってます。

Q．子どもたちや参加者との関わりで、印象に残っている出来事を教えてく

ださい。

保護者の方が始めは元気がなかったが、帰る頃には楽しそうに明るい笑顔で

お話しされていたこと。

Q．これから参加してみたい方へ、ひとことメッセージをお願いします。

みなさん優しくてとても楽しい空間です！

是非、気になった方は一度足を運んでみて下さい！！

井上さん

学習支援で感じる地域のつながり

Q．この活動に参加したきっかけを教えてください。

退職後、子どもたちの教育にかかわる仕事をしたいと思っていたらボラ

ンティア募集があったので。

Q．活動の中で「やってよかった」と感じたことはありますか？

子どもたちと接することで私自身が元気をもらえたことです。

Q．これから参加してみたい方へ、ひとことメッセージをお願いします。

地域社会での活動を体験でき地域社会を身近に感じられるようになりま

した。

キャンディでは、学生や地域の方など、さまざまなボランティアさんが活動しています。

 子どもたちとの関わりや、地域の居場所づくりを通して感じたこと、参加して見えた思いを聞きました。

温かなつながりの中で生まれた、それぞれの“やってよかった”をご紹介します。

ボランティアさんの声 〜地域でつながる、支え合う〜

学習支援で毎回元気をもらう

梅澤さん（大学生）

Q．活動の中で「やってよかった」と感じたことはありますか？

子供たちは、とても元気で教えているこっちまで、元気がもらえます。

Q．これから参加してみたい方へ、ひとことメッセージをお願いします。

元気な子ばかりなので、誰でもすぐ子供達と仲良くできると思います！

ぜひ一緒にやりましょう！
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「生き生きとした大人たちのもとで生き生きと子どもたちが育つ」地域づくりを目指して、
助け合いの精神を発揮し、子育て支援・親支援を行っています。

川崎市宮前区宮崎２－１－１生活クラブ高津センター ２Ｆ
 TEL・ FAX
０４４－８７７－６２１５

ＮＰＯ法人ワーカーズ・コレクティブキャンディ　　http://www.wcocandy.com　

アイシングクッキー作り

ガチャポンヘッドフォンづくり　シーリングスタンプを
押してみよう　

プログラミング体験　 星空ウォッチング

ふれあいデイでは

流しそうめんや工作をします

2026年春夏こどもフェス開催中！

7/31夏休み中の小学生向けCAPプログラムを

開催予定です！

 CAPは、いじめや誘拐、虐待などから自分を

守る力を育む人権教育プログラムです。

詳しくはHPやチラシを

ご覧ください

 　昨年度は、利用者アンケートへのご協力ありがとうございました。理事会では、改善すべき点や反省点

など共有いたしました。ありがたいご意見もたくさん頂き、職員一同、たいへん励みになりました。皆様

からのご意見を真摯に受け止め、より良い園づくりに努めていきたいと思っております。

　また、職員も自己評価を行い、まとめを共有いたしました。一人一人が振り返りを行い、保育の質の向

上に向けて、改めて意識を持つ機会となりました。

　2025年度より、キャンディでは、「事業・組織運営」「保育」「まちづくり」と、３つの領域における5か

年事業計画を策定しております。居場所を核に、人が育ち、役割が循環し、地域とつながり続けるキャン

ディを目指してまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（秋吉　美由紀）
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キャンディ理事会からのお知らせ

このほかにも、保育園のお友達とあそぶ公園遊びの会やお下がり交換会、

親子リトミック＆ヨガ、離乳食講座、ベビーマッサージ、こども食堂など、

親子で楽しめるワクワクいっぱいのイベントを開催！

https://www.wcocandy.com/untitled-c14pn
https://www.wcocandy.com/11%E6%9C%8811%E6%97%A5-%E5%9C%9F-fecwkawasaki%E3%81%BE%E3%81%A4%E3%82%8A

